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＜ 論 文 ＞

北海道帝国大学農学部の選科制度について

山本 美穂子

はじめに

北海道帝国大学農学部では、前身の東北帝国大学農科大学当時から、正科生（学生）以

外に、授業科目を特定して履修を認める選科生（生徒）を設けていた。東京高等蚕糸学校

養蚕科を１９１７年に卒業し、東北帝国大学農科大学選科生を経て、農学科を１９２１年に卒業し

た山内源登は、東北帝国大学農科大学選科生の志望動機を、次のように回想している。

私は中学校卒業（長野県立松本中学校１９１４年卒業）を目前にひかえて、高等学校大

学のコースを志望したが、父の家業が蚕種製造で、たまたまその頃恵まれていたので、

長男である私を是が非でも自分の後継者にしようとして蚕糸専門以外には全く耳をか

さなかったので、父の意志に不本意ながら従うより仕方がなかった。ところが専門学

校卒業間近になり、父の心も和いだので卒業後は高等学校から再出発しようとしてい

た矢先、かねてから私淑していた北大農経出身の先生より、北大には選科在学中に大

学予科の卒業資格試験に合格すれば、本科に編入されるという路があると教えられ

た。（略）私は数学には自信があったし、独乙語にも希望が持てそうだったので、北

大選科を志望し入学することにした１）。〔下線、（ ）内の補記は引用者〕

管見の限り、選科生に関する回想は山内源登のほか数名しか確認できず、選科生の制度

については、�北大百年史 通説�も�大学本科には正規の学生のほかに、一科目あるい
は数科目の修学を志願する者を選科生として入学させる制度があり、毎年数名が選科生と

して在学している�と記述するにとどまる２）。

他帝国大学においても、東京、京都、九州、大阪の４帝国大学は、全学部において選科

生の入学制度を設けていた。�東京大学百年史 通史二�では、東京大学における選科制
度を概括し、その特色を�学士号取得のバイパス�と指摘した３）。しかし、いずれの大学

も、選科生の入学制度と�学士号取得のバイパス�的機能について史的展開が明らかにさ
れているとは言い難い。

１９１８年９月、女性として初めて、北海道帝国大学に入学した加藤セチも、身分は選科生

であった４）。加藤セチの後に入学した本間ヤス、荒木芳子、米増寿賀野、宇賀神花子、林

テル子も同様に選科生であった。帝国大学への女性の進学の経路と隘路を解明する上で
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も、選科制度の実態を明らかにすることは必要不可欠であるといっても過言ではない。

そこで、本稿では、北海道帝国大学農学部の選科制度の実態を明らかにするため、農学

部関係資料・札幌農学校簿書・北海道帝国大学簿書等の一次資料を主な資料として、�選
科規程�の制定と背景、１９０７～１９５０年における選科生入学の推移と特徴を明かにするとと
もに、選科生が正科生に編入する過程とその史的展開を考察することとする。

１．選科制度の成立過程

１－１．�東北帝国大学農科大学規則�選科規程（１９０７年）の制定
東北帝国大学農科大学は�選科�５）を設け、１９０７年６月、�東北帝国大学農科大学規則�
で次のとおり規定した６）。

東北帝国大学農科大学規則（１９０７年６月制定）

第一章 農科大学学則

第九節 選科規程

第一条 東北帝国大学農科大学課程中一課目又ハ数課目ヲ選ヒテ専修セント欲

シ願出ツルトキハ各級正科生ニ欠員アルトキニ限リ毎学年ノ始ニ於テ選

科生トシテ之ヲ許可ス

但課目ニ依リ其一部ヲ選フヲ許可スルコトアルヘシ又所選ノ課目学年

半途ニ始マルモノナルトキハ其始業ノ前ニ於テ入学ヲ許可スルコトアル

ヘシ

第二条 選科生ハ年齢十九歳以上ニシテ選科主管ノ教授其学力ヲ試験シ所選ノ

課目ヲ学修スルニ堪フト認ムル者ニ限リ其入学ヲ許可スルコトアルヘシ

第三条 本学ノ学生ニシテ退学セシモノ更ニ選科生トシテ入学ヲ願出ツルトキ

ハ之ヲ許可スルコトアルヘシ

第四条 選科生ハ正科生ト共ニ試験ヲ受ケ正科生昇級ノ格ニ合フ者ハ願ニ依リ

本学ヨリ証書ヲ与フ

第五条 入学ノ規程授業料ノ金額其他ノ諸規則特ニ選科生ノ為メニ定ムルモ

ノヽ外ハ正科生ト同シク之ヲ遵守スヘキモノトス

第六条 本学ノ学生ニシテ当該学級正科ノ外他学科中ニ於テ二課目以内ヲ選ヒ

兼修セント請フ者ハ正科並選科主管教授ノ保証ニ依リ許可スルモノトス

但自己ノ履修スル学科中上級ノ課目ヲ選フコトヲ得ス

第七条 凡ソ所選ノ課目ハ成業ニ至ルマテ之ヲ転換スルヲ許サス

正科生に欠員があるときに限り、課程中１課目または数課目を選び履修を出願する者

で、年齢は１９歳以上、課目担当教授が学力試験を行なって所定課目の学修にたえると認め
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た場合に、�選科生�として入学を許可した。選科生は、現在の科目等履修生にほぼ相応
する。

選科生の入学資格は、１９０８年５月５日の農科大学教授会で�選科生入学者資格ニ関スル
内規�として下記のとおり定めている７）。

選科生入学者資格ニ関スル内規

第一条 農科大学規則第一章第九節第二条所定選科生トシテ入学ヲ認可シ得ヘキ者

ハ左ノ資格ヲ有スル者及ヒ教授会ニ於テ同等以上ノ学力アリト認メタル者ニ

限ル

一 農科大学実科卒業者

二 実業専門学校卒業者

三 教授会議ニ於テ右諸学校ト同等以上ノモノト認メタル学校ノ卒業者

農科大学実科卒業者、実業専門学校卒業者、それと同等以上と認められる学校の卒業者

の順で、選科生への入学資格を決めている。農科大学実科とは、附設していた農学実科・

林学実科を指す。実科の入学資格は大学予科と同一で、中学校卒業者または専門学校入学

者検定合格者が試験の上で入学できた。修業年限は３年、農学・林学系の高等専門教育を

行なう専門学校程度の機関であった。実科卒業者は�得業士�（農学得業士・林学得業士）
を称した。

また、選科生は、正科生と同じ課程科目をすべて専修することも可能であった。正科生

と同一の課程科目を全部専修する選科生を�全科選科生�、それ以外の選科生を�一部選
科生�と区別して呼称した。�全科選科生�は、正科生と同様に学期・学年末試験を受け
て進級し、修業論文（卒業論文に相応）も担当教官から指導を受けることが可能であっ

た８）。�全科選科生�の在学年限は、正科生と同様に、最長６カ年までであった９）。修了

の際には、所定の学科目を修了した�証書�を下付された。しかし、正科卒業生のように
�学士�を称することはできなかった。
�東北帝国大学農科大学規則�は、３回の改正（１９１０年６月、１９１３年６月、１９１６年９月）
があり、下記のように字句変更が行われた。

�１ １９１０年の改正では、第二条の�十九年�が�十九歳�に、第五条の�其他ノ諸規則�
が�其ノ他ノ諸規則�へと字句変更があり、第六条の�許可スルモノトス�が�許可
スルコトアルヘシ�となった１０）。

�２ １９１３年の改正では、�課目�が�科目�に、�其�が�其ノ�にすべて置き換わった。
�３ １９１６年の改正では、第一条の�但�が�但シ�となった１１）。
３回中の大きな改正は、１９１３年の改正において、正科生に他学科の科目兼修を許可する

第六条が全文削除となり、第七条が第六条に繰り上がったことであった１２）。
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年度 １９０４ １９０５ １９０６ １９０７

東京帝国大学

法科大学 ３９ ５３
１３（清国１３）

６３
１９（清国１９）

６６
２１（清国２１）

医科大学 ７６
２（インド１、マニラ１）

６７
３（インド２、清国１）

８４
２（インド２）

８５
５（インド１、フィリピン４）

工科大学 ４
４（インド４）

１
１（清国１）

１
１（清国１）

１
１（清国１）

理科大学 ５
２（インド１、清国１）

８
５（インド１、清国４）

５
２（清国２）

７
３（清国３）

農科大学 ２ ２ ２

文科大学 １９ ３１ ３７
４（清国４）

３９
４（清国４）

計 １４３
８

１６２
２２

１９２
２８

２００
３４

京都帝国大学

法科大学 ７
２（清国２）

２０
６（清国６）

２７
８（清国８）

４０
４（清国４）

医科大学※ １ １
１（清国１）

５
１（清国１） ２

理工科大学 ４
２（インド１、清国１）

１０
２（インド１、清国１）

１５
４（インド４） １０

文科大学 － － １９
１（清国１）

計 １２
４

３１
９

６６
１４

５２
４

表１ １９０４～１９０７年東京帝国大学、京都帝国大学における選科生数

備考 �文部省年報�より作成。下段は留学生数（内数）、（ ）に国別数を記した。※１９０６年以降は京都医科大学。

１－２．選科規程の制定背景

１９０７年、東北帝国大学農科大学が�農科大学規則�で選科生を規定する以前、東京、京
都の２帝国大学は既に選科生規程を学則で設けていた。先例が存在していたのである。

東京帝国大学では、前身の東京大学の頃から、�東京大学法理文学部規則�（１８７９年１１月
改定）で選科生規程を設け、１課目又は数課目を選び履修しようとする者を選科生と規定

した。その後も、同規程は、�東京帝国大学分科大学撰科生規程�（１８８６年５月制定）、�東
京帝国大学学部通則�（１９２０年４月改正）に引き継がれた１３）。１８９７年設置の京都帝国大学
では、１９０４年９月改正の�京都帝国大学通則�から選科生規程を設け、大学所定の科目を
選択して修めようとする者を選科生と規定した１４）。表１のように、１９０４～１９０７年における

東京、京都帝国大学に選科生として在学した者には、留学生も少なくない。

一方、東北帝国大学農科大学の前身である札幌農学校では、選科規程を設けていなかっ

たが、後にやや詳しく述べるように１８９５年以降、�撰科生�について出願・入学・在学す
る例があった。このような�撰科生�の例は�東北帝国大学農科大学規則�制定と無関係
ではない。制定の背景として、札幌農学校における�撰科生�に関する議論を一瞥してお
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くこととする。

�１ 札幌農学校教官会議における�撰科生�審議
�撰科生�の初出は、１８９５年９月４日、札幌農学校の教官会議（議長は校長佐藤昌介）
である１５）。同会議で本科の�園芸�科目志願者（河瀬春太郎）の許否が議題となった。議
題と決議は以下のとおりである。

第一議題 河瀬某園芸科志願ニ付傍聴生若クハ撰科生ノ名義ヲ以テスルカ或ハ是等ノ

名義ヲ付セズ単ニ参観ノ名義ヲ以テ之ヲ許否スルノ件

決議 討論審議ノ末当分ノ処授業ノ参観ヲ出願セシメ之ヲ認可シ其教室内ノ取扱方ハ

担任ノ教授ニ委スルコト

傍聴生撰科生無給雇員等ノ義ハ研究ノ上追テ議題トスルコト

河瀬春太郎の出願に対して、教官会議は�傍聴生��撰科生��無給雇員��参観�とい
う形で本科生以外の聴講制度の可能性を議論した。討議の過程は不詳だが、�決議�は河
瀬に�参観�を出願させて許可し、�教室内ノ取扱方ハ担任ノ教授ニ委スルコト�とした。
授業を�見学�させるが、教室における実際上の扱いは教官に委ねたのである。�札幌農
学校校則�で規定していない３身分�傍聴生��撰科生��無給雇員�という制度について
は、さらに検討することとした。

同年１１月２７日教官会議は、�本科傍聴者許否之件�を再び審議した１６）。本科�獣医学�
科目志願者（時任静二）が出たためである。新渡戸稲造教授からは、前回同様、�傍聴志
願者モ追々可有 之ニ付傍聴生規程ヲ設ケ�るよう意見が出た。結局、�傍聴�も慣例が
ないとの理由で１７）、河瀬春太郎の例にならい以下のように時任静二を�参観�認可と決議
した。

撰 科

傍聴ハ慣例ナキニ付時任静二ニ当分ノ内参観トシテ河瀬ノ例ニヨリ之ヲ許ルシ傍聴生

規程実施ノ節更ニ許否ヲ定ムルコト

続けて、議題�撰科生ノ制ヲ設クルノ可否�を審議し、�全会殆ト一致ヲ以テ撰科生ノ
規程ヲ設ケ公然ト其筋ノ認可ヲ得タシト�して決議し、�撰科生�の規程を設けて文部大
臣の認可を得る方針を決めた。

議決 撰科生ノ規程ヲ設ケ文部大臣ノ認可ヲ得ルコト

授業料ヲ徴集スルコト但壱学年金五円

撰科生入学ノ節学力ノ試験ヲナシ許否ヲ定ムルコト
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上記のように、�撰科生�に関する討論・決議が教官会議で行われたが、結局、１９０７年
東北帝国大学農科大学に昇格するまで、札幌農学校が�撰科生�の規程を設けることはな
かった。

�２ 札幌農学校�豫修科撰科�の清国人留学生
１９０４年１１月１９日、�撰科生�規程の制定を見ないまま、周慶慈（山西省出身、１９０２．１２．
広東省同文館卒業）、周慶斌（山西省出身、１９０２．８～１９０４．５広東省同文館修業）から�私
儀今般御校豫修科之撰科ヘ入学志願ニ付御許可相成度�と出願があった。予修科（入学資
格は尋常中学校卒業程度。修業年限２年）の�撰科�への出願であった１８）。
札幌農学校における清国人留学生の受け入れは、１９０２年４月農芸科に入学した周忠緯を

嚆矢とする１９）。１９０３年に４名、１９０４年に２０名の清国人留学生が入学したが、すべて農芸科

生徒（入学資格は高等小学校卒業、中学校２学年修業程度。修業年限３年）であった２０）。

札幌農学校は、周慶慈、周慶斌の願書を受理し、１９０４年１１月２１日付で予修科入学を許可し

た。周慶慈、周慶斌は、外国人特別入学として予修科に入学した。願書に選科入学志願と

あったからには、予修科選科入学を認めたと判断することは許されるだろうが、�撰科生�
であったかを確定できる資料は見当たらない。

その後、予修科選科については、１９０６年９月、農芸科を７月に卒業した汪果（江蘇省出

身、１８９６～１８９７南洋公学修業）が予修科選科生として進学したと確認できるのみである２１）。

予修科選科生の汪果は、１１月８日、本科生が対象の寄宿舎�恵迪寮�に�本科撰科生待遇
を以て入舎�し、１２月９日には都合により上京のため退舎、その後、復校した記録はない２２）。

�３ 札幌農学校�本科撰科�のインド人留学生
日露戦争前後から主に工学教育を目的としてインドからの留学生が急増したことを背景

に２３）、札幌農学校においても、１９０５年８月、２名のインド人（東京市本郷区西須賀町十六

番地寄留）から入学嘆願書（英文）が各々届いた２４）。１通目は２０日付でシルカル（Jadu Nath

Sirker）から、２通目は２５日付でバルタクル（Laksheswar Barthakur）からである。

シルカルはリプトン大学４学年在学中で農学研究のため来日、本科の�special student�
としての出願方法を嘆願書で問い合わせている。バルタクルは、カルカッタ大学３学年修

了後に現地の団体から日本留学生として選抜され、大学の採鉱冶金学科に進学するため来

日、東京帝国大学工科大学、京都帝国大学理工科大学は定員が満ちていて入学できず、大

阪高等工業学校は採鉱冶金学科がないため、農学研究に転向したが、東京帝国大学農科大

学には欠員がなく、札幌農学校の本科に、�special student�、�ordinary student�のどち
らでも構わないので入学を認めて欲しいと嘆願してきた２５）。

１８９５年４月１日付で文部省直轄学校となっていた札幌農学校は、�札幌農学校校則�に
外国人学生に関する細則を特に設けてはなかったが、�文部省直轄学校外国人特別入学規
程�（１９０１年１１月制定）に拠り、�１英国公使館からの推薦書、�２保証書（保証者：日印協
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会会頭長岡譲美）、�３履歴書を２人に提出させて対応した。９月５日付でバルタクルを本
科の�special student�として、９月１１日付でシルカルを�本科撰科生�として入学許可
を決議した２６）。�文部省年報�１９０５年度統計には�外国人ニシテ本科（選科生）ニ係ルモ
ノハ印度人�として２名計上、�札幌農学校一覧 自明治三十九年度

至明治四十年度�には�撰科生�と明記がな
された。

１９０７年９月１日、札幌農学校は東北帝国大学農科大学となり、９月１１日には元札幌農学

校学生生徒を新規則により大学各学科相当の学年に編入した。本科選科生にはインド人留

学生３名が在籍しており、３名はそれぞれ大学各学科選科生となった。ボース（S. N.

Bose）は農学科選科、バルタクルとビスワス（P. K. Biswas）は農芸化学科選科に編入と

なったのである２７）。

なお、ビスワスを除く２名のインド人選科生は、１９０９年までに選科を修了して離札した。

１９０５年９月入学以来２年間在学したバルタクルには、１９０７年９月１７日農科大学教授会は、

履修した学科に付き試験の上�修業証書�を授与すると決めた２８）。翌年６月２２日、バルタ
クルは“On the Composition of a few Indian Leguminous Seeds and their Uses.”（印度産

豆科種子の組成及びその用途）と題した修業論文も提出、台湾にて製糖業を研究してから

１９０９年６月２９日帰国している２９）。一方、ボースは、１９０９年６月３０日に論文“Observations

on Rice and Wheat Flowering.”（イネ及び小麦の開花に関する観察報告）を提出し、７月

３日付で�修了証�を授与された３０）。

１－３．北海道帝国大学農科大学・北海道帝国大学農学部における選科規程の改正

東北帝国大学農科大学における選科制度は、同大学が北海道帝国大学に分離独立後、北

海道帝国大学農科大学（１９１８．４～）・農学部（１９１９．４～）においてはそのまま継承され

たが、新設の医学部（１９１９．４～）・工学部（１９２４．９～）・理学部（１９３０．４～）では設

けられなかった。先述した�農科大学規程�中の�選科規程�は、①�北海道帝国大学規
則�（１９１８年１１月東北帝国大学農科大学規則を改正）第１章農科大学学則第９節選科が踏
襲した。その後、②�北海道帝国大学農学部学則�（１９１９年９月制定）第７章選科、③�北
海道帝国大学農学部規程�（１９２７年３月制定）第５章選科において、改正がなされて、引
き継がれた。

確認のために掲げておくと、①�北海道帝国大学規則�の選科規程は、下記のとおりで
ある。�東北帝国大学農科大学規則�中の選科規程から、大学名が変更されただけであり、
内容に変わりはない。

北海道帝国大学規則（１９１８年１１月改正）

第一章 農科大学学則

第九節 選科規程

第一条 北海道帝国大学農科大学課程中一科目又ハ数科目ヲ選ヒテ専修セント
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欲シ願出ツルトキハ各級正科生ニ欠員アルトキニ限リ毎学年ノ始ニ於テ

選科生トシテ之ヲ許可ス

但シ科目ニ依リ其ノ一部ヲ選フヲ許可スルコトアルヘシ又所選ノ科目

学年半途ニ始マルモノナルトキハ其ノ始業ノ前ニ於テ入学ヲ許可スルコ

トアルヘシ

第二条 選科生ハ年齢十九年以上ニシテ選科主管ノ教授其ノ学力ヲ試験シ所選

ノ科目ヲ学修スルニ堪フト認ムル者ニ限リ其ノ入学ヲ許可スルコトアル

ヘシ

第三条 本学ノ学生ニシテ退学セシモノ更ニ選科生トシテ入学ヲ願出ツルトキ

ハ之ヲ許可スルコトアルヘシ

第四条 選科生ハ正科生ト共ニ試験ヲ受ケ正科生昇級ノ格ニ合フ者ハ願ニ依リ

本学ヨリ証書ヲ与フ

第五条 入学ノ規程授業料ノ金額其ノ他ノ諸規則特ニ選科生ノ為メニ定ムルモ

ノヽ外ハ正科生ト同シク之ヲ遵守スヘキモノトス

第六条 凡ソ所選ノ科目ハ成業ニ至ルマテ之ヲ転換スルヲ許サス

②�北海道帝国大学農学部学則�については、宮部金吾教授が利用していた�北海道帝
国大学一覧 自大正七年

至大正八年�（１９１８年１２月発行）３１）において、成案に至るまでの推敲の跡を三度の
加筆（［１］黒色ペン、［２］赤色ペン、［３］紫色鉛筆）にうかがうことができる。選科規程に

ついては、［１］の加筆はないが、［２］と［３］の段階で加筆がある。［２］の段階では、下記のと

おり大幅な削除と加筆がなされた。

�１ 第一条では、�大学�を�部�と書き換え、�各級正科生ニ欠員アルトキニ限リ�の
�各級�を削除線で消した。

�２ 第二条では、�年齢十九年以上�を�年齢十八年以上�に引き下げ、�其ノ入学ヲ許
可スルコトアルヘシ�の前に�教授会ノ議ヲ経テ�を加筆した。

�３ 第三条は、削除線で全文を消した。

�４ 第四条は第三条に繰り上げ、�選科生ニシテ試験ニ合格シタル者ハ願ニ依リ本学ヨ
リ証明書ヲ与フ�と書き改めた。

さらに、［３］の段階では、下記のとおり、削除箇所が増えた。

�１ 第一条では、�毎学年ノ始ニ於テ�を削除し、但し書きを全文削除した。
�２ 第二条では、�選科主管ノ教授�を�関係ノ教授�と書き換えた。［２］の段階で加筆
した�教授会ノ議ヲ経テ�は削除線で消した。

�３ 第四条は、［２］の段階で加筆した�試験ニ合格シタル者�を�試験ヲ受ケ合格シタ
ル者�に書き換え、�本学ヨリ�は削除線で消した。

�４ 第六条は、削除線で全文を消した。

上記のような推敲を経て制定された②�北海道帝国大学農学部学則�の選科規程は、下
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記のとおりであった３２）。

北海道帝国大学農学部学則（１９１９年９月制定）

第七章 選科

第三十五條 本学部課程中一科目又ハ数科目ヲ選ヒテ専修センコトヲ願出ツル者

アルトキハ正科生ニ欠員アル場合ニ限リ選科生トシテ之ヲ許可スルコ

トアルヘシ

第三十六條 選科生ハ年齢十八年以上ニシテ関係ノ教授其ノ学力ヲ試験シ所選ノ

科目ヲ学修スルニ堪フト認ムルトキニ其ノ入学ヲ許可ス

第三十七條 選科生ニシテ願ニ依リ試験ヲ受ケ合格シタル者ニ証明書ヲ与フルコ

トアルヘシ

第三十八条 入学、在学、休学、退学、試験、授業料ノ規程ハ之ヲ選科生ニ準用

ス

�農学部学則�制定に伴う大きな改正は、�１学生で退学した者がさらに選科生として出
願した場合は許可するという条文の削除、�２選科生の年齢を１９歳以上から１８歳以上に引き
下げたこと、�３所選科目の転換を認めないという条文の削除であった。
１９２７年には、各学部で共通する学則を一本化して�北海道帝国大学通則�を制定し、各
学部の各々の学則は�学部規程�となった。そのため、�北海道帝国大学通則�では、第
２章学生に、第３節専攻生、選科生及聴講生を設け、第２項選科生及聴講生において、�第
四十六条 選科生及聴講生ニ就テハ各学部ニ於テ別ニ之ヲ定ム�と定めた。③�北海道帝
国大学農学部規程�における選科生規程は、下記のとおりである３３）。

北海道帝国大学農学部規程（１９２７年３月制定）

第五章 選科生

第十二条 本学部学科目中一学科目又ハ数学科目ヲ選ヒテ専修センコトヲ願出ツ

ル者アルトキハ正科生ニ欠員アル場合ニ限リ選科生トシテ之ヲ許可スル

コトアルヘシ

第十三条 選科生ハ年齢十八歳以上ニシテ其ノ学力ヲ試験シ所選ノ学科目ヲ学修

スルニ堪フト認ムルトキハ其ノ入学ヲ許可ス

第十四条 選科生ニシテ願ニ依リ試験ヲ受ケ合格シタル者ニ証明書ヲ与フルコト

アルヘシ

第十五条 入学、在学、休学、退学、懲戒、授業料ニ関シテハ通則第二章第一節

第一項及第三項ヲ準用ス

�１�十八年�から�十八歳�へ字句変更、�２�懲戒�追加と通則準用といった変更はあっ
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年 １９１０ １９１１ １９１２ １９１３ １９１４ １９１５ １９１６ １９１７

出願者 ３ ２ ４ ３ ３
１（中１） ２ ５ ７

入学者 ２ ４ ２ ２ １ ５ ２

年 １９１８ １９１９ １９２０ １９２１ １９２２ １９２３ １９２４ １９２５

出願者 ４ ５ １１ ２７ １８
４（中２、朝２）

７
１（中１）

２３
７（中６、朝１）

２２
２（中１、朝１）

入学者 ２ ４ ６ １９ １４
３（中２、朝１）

７
１（中１）

１８
６（中６）

１８
２（中１、朝１）

年 １９２６ １９２７ １９２８ １９２９ １９３０ １９３１ １９３２ 計

出願者 １８
３（中３）

１１
１（中１）

１３
３（中２、朝１） ３ ８

４（満１、朝１、不２）
７

３（満１、朝２）
３

１（不１）
２０９
３０

入学者 １２
２（中２） ２ ８

３（中２、朝１） １ ２
１（朝１）

４
１（朝１） ２ １３７

１９

表２ １９１０～１９３２年選科出願者・入学者数

備考 農学部関係資料、�東北帝国大学農科大学一覧�、�北海道帝国大学一覧�、興亜院�日本留学中華民国人民調
昭和十五年十月�（１９４０年）より作成。下段は留学生数（内数）、（ ）内は内訳である。中＝中国、朝＝朝鮮、満
＝�満州�、不＝不明を指す。

たものの、�農学部学則�から�農学部規程�への大きな改正はなかった。その後、�農学
部規程�は、１９４５年までに９回の改正があったが、選科生規程にかかわる改正はなかった。

２．�選科規程�に基づく選科生の入学

２－１．選科生の出願・入学・修了状況（１９０７～１９３２年）

１９０７～１９０９年にかけて、選科生はインド人留学生のみであった。１９０７年には先述した３

名（農芸化学科：バルタクル、ビスワス、農学科：ボース）、１９０８～１９０９年には２名（ビ

スワス、ボース）が選科生として在学した。その後、選科生として新規入学した者が確認

できるのは１９１０年からである。

教授会では、選科出願があった場合、①学歴（出身学校名、卒業の有無）、②出身学校

の成績から、志望学科の教官の協議をふまえ、入学の許否を決議した。付設の農学実科・

林学実科以外の学歴者の場合は、③学力試験（高等学校高等科および大学予科程度の科目）

を課して、学力査定の上、審議した。なお、第一志望学科が正科生で満員の場合には、第

二志望、第三志望の学科へ変更の上、入学させることもあった。一方、入学不許可の主な

理由は、①収容人員の満員、②出身校での成績不良、③学歴の不足（実業専門学校出身で

あっても、本科卒業者ではない場合など。すなわち、実科・実業専門学校卒業程度の学歴

を有しないと判断された者）であった。

１９１０～１９３２年における選科出願者数（新規出願のみ）及び入学者数の推移は表２のとお
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出願時の学歴
（卒業学校名）

年 １９１０ １９１１ １９１２ １９１３ １９１４ １９１５ １９１６ １９１７ １９１８ １９１９ １９２０ １９２１ １９２２ １９２３ １９２４ １９２５ １９２６ １９２７ １９２８ １９２９ １９３０ １９３１ １９３２ 計

農学士（東北帝国
大学農科大学）

出願者 １ １
入学者 １ １

大学正科退学
出願者 １ １
入学者 ０ ０

大学正科在学
出願者 １ １ １ ３
入学者 １ １ － ２

予科退学
出願者 １ １ ２
入学者 １ ０ １

予科在学
出願者 １ １
入学者 － －

高等学校退学
出願者 １ １ ２ １ １ １ ７
入学者 １ １ ０ １ １ ０ ４

高等学校在学
出願者 １ １
入学者 １ １

学習院高等科
退学

出願者 １ １
入学者 １ １

農学実科
出願者 １ ２ １ ２ ７ ２（１） １ ６（２） ８ ２（１）３（１） １ １ １（１）２（２） １ ４１（８）
入学者 １ １ １ １ ６ ２（１） １ ５（２） ７ ２（１） １ １ １ ０ １（１） １ ３２（５）

農学実科在学
出願者 １ １
入学者 ０ ０

表３ １９１０～１９３２年選科出願者数・入学者数（出身校別）

りである３４）。出願者数は１９１６年から漸増して、実科・専門部、実業専門学校卒業者の進学

志望の増加を背景に、１９２０年代に入ると２桁に増え、１９２１年には２７名となり、戦前期にお

ける最多の出願数を記録した。しかし、１９２０年代後半を過ぎると出願者数は漸減した。

また、１９１０～１９３２年における選科出願者の学歴は表３、学科別の選科入学・在学・修了

者数は表４のとおりである。選科入学前の出身校の特徴は、第一に、農学実科・林学実科・

水産専門部といった学内の教育組織からの入学が大半を占めていることである。特に、農

学実科・林学実科からの入学者は最多であり、両実科からの入学者数６４名は全体の４６．７％

にあたる。これは、大学各学科（農学、農芸化学、農業経済学、林学、畜産学）のうち、

大幅な欠員を常に生じていた林学科と畜産学科が、選科生を受け入れたことにもよる。

農学実科・林学実科の卒業生は、農事試験場等の技術官として就職する者が多かった

が、帝国大学へ進学を志望する者も少なくなかった３５）。１９１９年新設の九州帝国大学農学部

が、�専門学校程度ノ農林学校卒業者�について学力検定試験の上で学部入学を認めてい
たことから、実科卒業者の帝国大学への進路は拡大する。九州帝国大学農学部が、北海道

帝国大学農学実科・林学実科卒業者に課した入学検定試験は、�数学�・�植物�（農芸化
学科志望者は�化学�）のみであり３６）、１９２３年には農学実科５名、林学実科６名の卒業生
が、１９２４年には農学実科２名、林学実科４名の卒業生が、九州帝国大学農学部に出願する

ほどであった３７）。

しかし、北海道帝国大学農学部は、１９３３年まで、予科修了者・高等学校高等科卒業者・

学習院高等科卒業者・転学者以外の学部入学を実質的に認めなかった。実科卒業者は、次

章で詳述するように、選科生を経て学部編入するという経路以外には、正科生として学部

に進学することができなかった。１９２０年１２月には、林学実科生徒が、�卒業生ヲ本科正科
生トシテ入学セシムルニ其ノ手続ヲ寛容ニセラレタキ�と請願書を農学部に提出している
が、手続変更には至っていない３８）。そのため、北海道帝国大学農学部進学を志望する実科

卒業者は、選科生としての入学が必至だったのである。
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出願時の学歴
（卒業学校名）

年 １９１０ １９１１ １９１２ １９１３ １９１４ １９１５ １９１６ １９１７ １９１８ １９１９ １９２０ １９２１ １９２２ １９２３ １９２４ １９２５ １９２６ １９２７ １９２８ １９２９ １９３０ １９３１ １９３２ 計

林学科・林学
実科

出願者 ２ １ ２ ２ １ ３ ４ ５ ３ ３ ３ ３（３） ４ １（１） ２ ２（１） １ ４２（５）
入学者 １ － ２ １ １ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３（３） ４ １（１） １ １（１） ０ ３２（５）

水産専門部
出願者 １ ２ ６ ２ ２ １ １ １５
入学者 － － ５ ２ ２ １ － １０

農学実科（東
京帝国大学）

出願者 ２（２） ２ ４（２）
入学者 ２（２） － ２（２）

獣医学実科
（〃）

出願者 １（１）１（１） ２（２）
入学者 １（１）１（１） ２（２）

林学実科（〃）
出願者 １（１） １（１）
入学者 ０ ０

盛岡高等農林
学校

出願者 ３ １ １ ２ １ １ ９
入学者 ３ １ １ ０ ０ １ ６

鹿児島高等農
林学校（撰科）

出願者 １（１） １（１）
入学者 ０ ０

鹿児島高等農
林学校

出願者 １ ４ １ ６
入学者 １ ３ ０ ４

鳥取高等農業
学校

出願者 １ １
入学者 １ １

千葉高等園芸
学校

出願者 １ １ １ １ ４
入学者 １ １ － １ ３

京都高等蚕業
学校

出願者 ２ １ １ ４
入学者 ２ ０ ０ ２

東京高等蚕糸
学校

出願者 ２ ２
入学者 １ １

上田蚕糸専門
学校

出願者 ２ １（１） ３（１）
入学者 ０ － －

横浜高等工業
学校

出願者 １（１） １（１）
入学者 １（１） １（１）

大阪高等工業
学校

出願者 １ １ ３ ２ ７
入学者 ０ １ ０ ２ ３

浜松高等工業
学校

出願者 １ １
入学者 １ １

小樽高等商業
学校退学

出願者 １ １
入学者 ０ ０

東京女子高等
師範学校

出願者 １ １ １ ３
入学者 １ １ １ ３

奈良女子高等
師範学校

出願者 １ １
入学者 １ １

東京高等師範
学校（選科）

出願者 １（１） １（１）
入学者 １（１） １（１）

広島高等師範
学校

出願者 １（１） １（１）
入学者 １（１） １（１）

北海道札幌師
範学校

出願者 １ １
入学者 １ １

東大農業教員
養成所

出願者 １ １
入学者 １ １

臨時教員養成
所

出願者 １ １
入学者 １ １

青森県立農学
校

出願者 １ １
入学者 ０ ０

東京農業大学
出願者 １ ２ ２ ３ １ １ １０
入学者 ０ １ １ ０ ０ － ２

東京工業大学
出願者 ２（２） ２（２）
入学者 ０ ０

駒澤大学（予
科）

出願者 １（１） １（１）
入学者 ０ ０

東北学院
出願者 １ １
入学者 １ １

東京外国語学
校

出願者 １ １ ２
入学者 １ ０ １

日本女子大学
校

出願者 １ １
入学者 ０ ０

実践女学校
出願者 １ １
入学者 １ １

武昌中華大学
（予科）

出願者 １（１） １（１）
入学者 － －

専門学校入学資
格検定合格者

出願者 １ １
入学者 ０ ０

不明
出願者 １ １ １ １ ３（１） ２ ２（１） ２ ３（１） １６（３）
入学者 １ １ １ １ ３（１） ２ ２（１） － ２ １３（２）

計
出願者 ３ ２ ４ ３ ３（１） ２ ５ ７ ４ ５ １１ ２７１８（４）７（１）２３（７）２２（２）１８（３）１１（１）１３（３） ３ ８（４）７（３）３（１）２０９（３０）
入学者 ２ － ４ ２ ２ １ ５ ２ ２ ４ ６ １９１４（３）７（１）１８（６）１８（２）１２（２） ２ ８（３） １ ２（１）４（１） ２１３７（１９）

備考 農学部関係資料、�東北帝国大学農科大学一覧�、�北海道帝国大学一覧�、興亜院�日本留学中華民国人民調
昭和十五年十月�より作成。（ ）内は留学生数（内数）。入学許可者にあって在学確認できない場合は－を記入
した。１９３１年農学実科からの出願・入学者数には外国人特別生修了１名を、１９２４年東京農業大学からの出願者数
には選修科修了１名を含む。付記のない予科・実科・専門部・正科は東北帝大農科大学・北大を指す。
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年 学科
農学科

（１９０７‐１２、１９２１～）
農学科第一部
（１９１３‐２０）

農学科第二部
（１９１３‐２０）
農業経済学科
（１９２１～）

農学科第三部
（１９１３‐２０）
農業生物学科
（１９２１～）

農芸化学科 林学科
畜産学科
（１９０７‐１２）
畜産学科第一部
（１９１３～）

畜産学科第二部
（１９１３～） 計

１９１０
入学者 １ １ ２
在学者 １ １ ２
修了者

１９１１
入学者
在学者 １ １ ２
修了者

１９１２
入学者 １ ３ ４
在学者 １ ４ ５
修了者

１９１３
入学者 １ １ ２
在学者 １ ２ ３
修了者 １ １ ２

１９１４
入学者 １ １ ２
在学者 １ １ ３ ５
修了者

１９１５
入学者 １ １
在学者 １ １ ２ ４
修了者 １ １

１９１６
入学者 １ ４ ５
在学者 １ ７ ８
修了者 １ １

１９１７
入学者 １ １ ２
在学者 １ １ ３ ５
修了者

１９１８
入学者 １ １ ２
在学者 ２ １ １ １ ５
修了者 １ １

１９１９
入学者 ３ １ ４
在学者 ２ １ ４ ２ ９
修了者

１９２０
入学者 ２ １ ３ ６
在学者 ４ １ ５ ２ １２
修了者 １ １ ２

１９２１
入学者 ５ １ ７ ４ ２ １９
在学者 ７ ２ １２ ５ ３ ２９
修了者 ２ １ ３

１９２２
入学者 ３（朝１） １ ２ ４（中２） ４ １４（中２、朝１）
在学者 ８（朝１） ４ １０ ７（中２） ７ ３６（中２、朝１）
修了者 １ １ ２

１９２３
入学者 ２ ３ ２（中１） ７（中１）
在学者 ６（朝１） ４ ９ ７（中３） ６ ３２（中３、朝１）
修了者 ２ １ ３（中３） ６（中３）

１９２４
入学者 １ ３ ４（中３） ７（中１） ３（中２） １８（中６）
在学者 ２（朝１） ２ ４ ９ １２（中４） ７（中２） ３６（中６、朝１）
修了者 ３ １ ３ ２ ２ １１

１９２５
入学者 ５ １ ４（朝１） ６（中１） ２ １８（中１、朝１）
在学者 ６ ５ １３（中３、朝１） １５（中４） ５（中２） ４４（中９、朝１）
修了者 ２（朝１） １ ２ ２（中１） ３ １０（中１、朝１）

１９２６
入学者 １ ３ ７（中１） １（中１） １２（中２）
在学者 １ ９ １２（中１） ９（中４、朝１） １２（中３） ５（中２） ４８（中１０、朝１）
修了者 ３ １ ４

１９２７
入学者 １ １ ２
在学者 １ ８ ７（中１） ６（中２、朝１） ６（中１） ２ ３０（中４、朝１）
修了者 ３ ４ １（中１） ８（中１）

１９２８
入学者 ７（中２、朝１） １ ８（中２、朝１）
在学者 １ ３ １１（中３、朝１） ２（中１） ２ １ ２０（中４、朝１）
修了者 ４ １ ３（朝１） ５（中１） １ １４（中１、朝１）

１９２９
入学者 １ １
在学者 ＊１（朝１） １ ２ １ ２ ７（朝１）
修了者 ３ ３（中１） ６（中１）

１９３０
入学者 １ １（朝１） ２（朝１）
在学者 ＊１（朝１） １ ２ １（朝１） ５（朝２）
修了者 １ １ １ ３

１９３１
入学者 １（朝１） ３ ４（朝１）
在学者 １（朝１） ＊１（朝１） １ ３ １（朝１） ７（朝３）
修了者 １ １

１９３２
入学者 １ １ ２
在学者 ２（朝１） １ １ １（朝１） ５（朝２）
修了者 ＊１（朝１） １ ２（朝１）

計
入学者 １７（朝２） ２ １６ ２５（中３、朝１） ３９（中４、朝１） ２７（中５、朝１） １１（中２） １３７（中１４、朝５）
在学者 ４０（朝５） ７（朝３） ４３ ５３（中５、朝１） １０４（中１０、朝３） ７６（中１７、朝３） ３６（中６） ３５９（中３８、朝１５）
修了者 １０（朝１） １（朝１） １１ １０（中１） ２１（中３、朝１） １７（中２） ７（中１） ７７（中７、朝３）

表４ １９１０～１９３２年選科入学者・在学者・修了者数（学科別）

備考 農学部関係資料、�東北帝国大学農科大学一覧�、�北海道帝国大学一覧�より作成し、帝大簿書�学事年報綴�、
�札幌同窓会名簿�、�文部省年報�等を補完資料とした。（ ）内は留学生数（内数、内訳）である。中＝中国、
朝＝朝鮮を指す。＊は１９２８年農芸化学科選科入学者からの転科者である。
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年 １９３３ １９３４ １９３５ １９３６ １９３７ １９３８

出願者 ４
４（満３、朝１）

８
７（中２、満４、朝１）

１
１（朝１）

３
３（中１、満２）

４
４（中１、満２、朝１）

３
３（満２、朝１）

入学者 ４
４（満３、朝１）

５
４（満４） ０ ２

２（満２）
４

４（中１、満２、朝１）
３

３（満２、朝１）

年 １９３９ １９４０ １９４１ １９４２．４ １９４２．１０ １９４３

出願者 ５
５（中１、満３、朝１）

４
４（満３、タ１）

４
４（中１、満３）

７
５（中３、満１、朝１）

１３
６（中２、満３、モ１）

９
６（満５、モ１）

入学者 ４
４（中１、満２、朝１）

４
４（満３、タ１）

４
４（中１、満３）

７
５（中３、満１、朝１）

８
６（中２、満３、モ１）

６
６（満５、モ１）

表５ １９３３～１９４３年選科出願者・入学者数

備考 農学部関係資料、�北海道帝国大学一覧�、興亜院�日本留学中華民国人民調 昭和十五年十月�より作成。下
段は留学生数（内数）、（ ）内は内訳である。中＝中国、朝＝朝鮮、満＝�満州�、タ＝タイ、モ＝モンゴルを指
す。

また、選科入学前の出身校の特徴として、第二には、農林・養蚕系の実業専門学校が多

く、それらの学校は札幌農学校～北海道帝国大学農学部の同窓生が教官として着任した学

校が少なくないことである。盛岡・鳥取には山田玄太郎（札幌農学校第１７期生）が、鹿児

島には米山豊（同第２２期生）が、上田には早川直瀬（東北帝国大学農科大学１９１２年卒）や

佐藤利一（同１９１３年卒）などの同窓生が赴任している３９）。同窓生からは大学宛に推薦状の

送付もあり４０）、実業専門学校や、実業専門学校卒業者の就職先である実業学校（農業学校）

では、選科制度の情報が得られ易かったと考えられる。

一方、出願者数に占める留学生数は、１９０７年の２名（インド）、１９１４年の１名（中国）

と途切れていたが、１９２２年以降には中国（中華民国）や朝鮮からの留学生が、ほぼ継続的

に出願している。東京帝国大学の実科（農学・獣医学・林学）、北海道帝国大学の実科（農

学・林学）等を卒業した留学生が、選科生として農学部に進学するようになったためであ

る。進学先は、主に林学科・畜産学科であった。

また、女性が選科生として出願・入学したことも、�選科規程�制定後の選科制度にお
いて、大きな特徴である。１９１８年、東京女子高等師範学校出身の加藤セチを農学科第一部

に全科選科生として入学許可したことを契機に、１９２０年には同輩の本間ヤスが試験の上、

全科選科生として農業生物学科に入学した。１９２６年には、実践女学校高等女学部卒業の荒

木芳子、奈良女子高等師範学校卒業の米増寿賀野が、銓衡試験（英語・数学）の上で農芸

化学科に、１９２８年には、東京女子高等師範学校卒業の宇賀神花子が農芸化学科に選科生と

して入学した。出身校では化学・家政学を専攻していた者が４名と際立っている。

２－２．�入学検定試験�導入による選科出願の変容（１９３３年）
１９３３～１９４３年における選科生への出願者数の推移は、表５のとおりである。１９４２年度は、

戦時により、大学、予科、高等学校の修業年限が６カ月短縮されたため、大学入学試験を

２度（４月、１０月）実施、それに伴って選科生の出願も２度受け付けている。１９４４～４５年

は新規出願者が見当たらず、選科入学者はいなかったと推定できる。

北海道帝国大学農学部の選科制度について（山本）
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出願時の学歴（卒業学校名） 年 １９３３ １９３４ １９３５ １９３６ １９３７ １９３８ １９３９ １９４０ １９４１ １９４２．４ １９４２．１０ １９４３ 計

予科修了（北海道帝国大学）
出願者
入学者

＊１（１）
－

３（３）
３（３）

４（４）
３（３）

農学実科（北海道帝国大学）
出願者
入学者

３（３）
３（３）

３（３）
３（３）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

１７（１７）
１７（１７）

農学実科（東京帝国大学）、
東京高等農林学校（１９３５年～）

出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

盛岡高等農林学校
出願者
入学者

３（２）
２（２）

３（２）
２（２）

宇都宮高等農林学校
出願者
入学者

２（２）
２（２）

１（１）
１（１）

３（３）
３（３）

鳥取高等農業学校
出願者
入学者

１
１

１
１

千葉高等園芸学校（実務科）
出願者
入学者

１
０

１
０

東京高等蚕糸学校
出願者
入学者

１
０

１
０

東京高等獣医学校
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

麻生獣医専門学校
出願者
入学者

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

２（２）
２（２）

５（５）
５（５）

東京女子高等師範学校
出願者
入学者

１
０

１
０

東京農業大学
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１
－

２（１）
１（１）

日本大学
出願者
入学者

１
１

１
１

明治大学
出願者
入学者

１
－

１
－

専修大学（予科）
出願者
入学者

１（１）
－

１（１）
０

２（２）
０

同志社専門学校
出願者
入学者

１
０

１
０

女子栄養学園
出願者
入学者

１
１

１
１

中山大学（農学系）
出願者
入学者

１（１）
－

１（１）
－

北京大学（生物系）
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

朝陽大学（経済系）
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

天津大学（経済系、２年修業）
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

山西大学（機械系、２年修業）
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

察哈爾省立農業専科学校
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

国民政府軍政部立獣医学校（畜産科）
出願者
入学者

１（１）
０

１（１）
－

２（２）
０

崇實専門学校（農学科）
出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

３（３）
３（３）

京城淑明女子専門学校（家政科）
出願者
入学者

１
０

１
０

不明
出願者
入学者

２（２）
２（２）

２
２

４（２）
４（２）

計
出願者
入学者

４（４）
４（４）

８（７）
５（４）

１（１）
０

３（３）
２（２）

４（４）
４（４）

３（３）
３（３）

＊５（５）
４（４）

４（４）
４（４）

４（４）
４（４）

７（５）
７（５）

１３（６）
８（６）

９（６）
６（６）

６５（５２）
５１（４６）

表６ １９３３～１９４３年選科出願者数・入学者数（出身校別）

備考 農学部関係資料、�北海道帝国大学一覧�、�札幌同窓会名簿�、興亜院�日本留学中華民国人民調 昭和十五年
十月�より作成。（ ）内は留学生数（内数）である。入学許可者にあって入学確認できない場合は－を記入した。
＊は外国人特別生修了者を含む。

１９３０年４月開設した北海道帝国大学理学部では、予科理類を設置しなかったこともあ

り、予科・高等学校卒業者以外の学歴者でも、欠員がある場合には、�学力検定試験�と
�入学銓衡試験�の２試験を受けた上で入学を許した。理学部に追随するように、農学部
でも、１９３３年、学部入学制度を改編し、実科・専門部・実業専門学校卒業者からの学部入

学を認めた。これら２学部の入学制度の影響か、１９３３年以降、日本人からの選科出願は激

減した。
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年月日 学科 農学科 農業経済学科 農業生物学科 農芸化学科 林学科 畜産学科第一部 畜産学科第二部 計

１９３３

入学者 １（満１） １（満１） １（朝１） １（満１） ４（満３、朝１）

在学者 ３（満１、朝１） ２（満１） １ ２（朝１） １（満１） ９（満３、朝２）

修了者

１９３４

入学者 ３（満２） １（満１） １（満１） ５（満４）

在学者 ２（満１） ５（満３） １（満１） １（朝１） １（満１） １０（満６、朝１）

修了者

１９３５

入学者 ０

在学者 ３（満２） １（満１） ４（満３）

修了者 １ １ ２

１９３６

入学者 １（満１） １（満１） ２（満２）

在学者 １（満１） ３（満２） １（満１） ５（満４）

修了者

１９３７

入学者 ３（中１、満１、朝１） １（満１） ４（中１、満２、朝１）

在学者 １（満１） １（満１） ４（中１、満２、朝１） １（満１） ７（中１、満５、朝１）

修了者 １（満１） １（満１）

１９３８

入学者 ２（満１、朝１） １（満１） ３（満２、朝１）

在学者 １（満１） ４（中１、満２、朝１） ２（満２） ７（中１、満５、朝１）

修了者 １（満１） １（満１）

１９３９

入学者 １（朝１） ２（中１、満１） １（満１） ４（中１、満２、朝１）

在学者 １（朝１） ４（中２、満１、朝１） ３（満３） ８（中２、満４、朝２）

修了者 １（満１） １（満１）

１９４０

入学者 １（満１） ２（満１、タ１） １（満１） ４（満３、タ１）

在学者 １（満１） ６（中２、満２、朝１、タ１） ３（満３） １０（中２、満６、朝１、タ１）

修了者 １（満１） １（満１）

１９４１

入学者 １（満１） ２（満２） １（中１） ４（中１、満３）

在学者 ２（満２） ５（中１、満４） １（満１） ８（中１、満７）

修了者

１９４２

４月入学者 ２（満１、朝１） １（中１） １ ３（中２） ７（中３、満１、朝１）

１０月入学者 ２（中１、満１） １（中１） ３（満２） ２（モ１） ８（中２、満３、モ１）

在学者 ４（中１、満２、朝１） ２（中２） １ ７（中２、満３） ２（モ１） １６（中５、満５、朝１、モ１）

修了者

１９４３

入学者 ２（満２） １（満１） １（満１） １（満１） １（モ１） ６（満５、モ１）

在学者 ５（中１、満４） ２（中１、満１） １（満１） ２（満１） ４（中１、満１、モ１） ２（モ１） １６（中３、満８、モ２）

修了者

１９４４

入学者

在学者 ２（満２） １（満１） １（満１） ２（満１） ３（満２） ２（モ１） １１（満７、モ１）

修了者

１９４５

入学者

在学者 ２（モ１） １ ３（モ１）

修了者 １（満１） １（満１）

計

入学者 １０（中１、満８、朝１） ４（中２、満１、朝１） ５（満４） ２（満１） １（満１） ２０（中４、満９、朝３、モ１、タ１） ９（中１、満６、モ１） ５１（中８、満３０、朝５、モ２、タ１）

在学者 ２２（中２、満１６、朝２） ６（中３、満２、朝１） １６（満１１） ６（満２） ２（満２）４３（中１０、満１８、朝６、モ２、タ１） １９（満１２、モ３） １１４（中１５、満６３、朝９、モ５、タ１）

修了者 ２（満１） ３（満２） １（満１） ６（満４）

表７ １９３３～１９４５年選科入学者・在学者・修了者数（学科別）

備考 農学部関係資料、�北海道帝国大学一覧�、�札幌同窓会名簿�より作成し、帝大簿書�学事年報綴�、�文部省年
報�等を補完資料とした。（ ）内は留学生数（内数、内訳）である。中＝中国、朝＝朝鮮、満＝�満州�、タ＝
タイ、モ＝モンゴルを指す。

その一方で、１９３０年５月には、�対支文化事業�を進める外務省文化事業部から書記官
が来学し、定員外として、中国留学生を１年最大限度１４名収容するよう農学部に要望する

など、１９３０年代～１９４０年代半ばにかけて、中国・�満州�から留学生の波が農学部にも押
し寄せた４１）。

１９３３年には、選科出願者は、すべて留学生という状況となった。４名中の３名はいずれ

も�満州�からであったため、農学部は、�特ニ日満親善ノ意味ニ於テ�、外国人特別取扱
をもって定員外に入学を許可した４２）。その後、農学部の中国人留学生に対する受入措置は、

�選科生又ハ聴講生トシテノミ而モ欠員アル場合ニ限リ入学ヲ許可スル�（１９３４年１月外
務省照会に対する回答）という消極的な受入姿勢であり、�満支以外ノ留学生�に対して
も同様の取扱を為すとした（１９３５年１０月外務省照会に対する回答）４３）。そのため、選科出
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年 １９４６ １９４７ １９４８ １９４９ １９５０

出願者 １３ １３
５（中２、モ３）

３０
５（中４、不１）

２２
３（中２、不１）

４
３（中１、朝１、台１）

入学者 １３
１１

３（中３）
〔２（中２）〕

２６
４（中４）

１０
２（中２）

〔９（不１）〕

３
３（中１、朝１、台１）

〔１〕

表８ １９４６～１９５０年選科出願者・入学者数

備考 農学部関係資料、帝大簿書�学事年報綴�、�北海道帝国大学一覧�より作成。�文部省年報�、�札幌同窓会名簿�
より補完した。下段は留学生数（内数）、（ ）内は内訳である。入学許可者ではあるが在学が確認できない者を
〔 〕内に外数で記した。中＝中国、朝＝朝鮮、モ＝モンゴル、台＝台湾、不＝不明を指す。

願者は中国・�満州�・朝鮮・モンゴル・タイからの留学生となり、１９３５～１９４１年におけ
る選科出願者は留学生のみとなった。

１９３３年以降の選科入学者の出身校には、農学実科が最多であるのは従来と変わらない

が、中国・朝鮮における大学・専門学校出身者が見られるのもこの時期の特徴である（表

６）。モンゴルからは畜産学科のみに志望が傾り、�満州�からは農学科、畜産学専門の畜
産学科第一部、獣医学専門の畜産学科第二部に志望する者が多かった（表７）。

また、女性からの選科出願も、１９４２年に３件あった。いずれも出身校で化学・家政学系

を専攻しており、出願先は農芸化学科であった。最も人気の高い学科である農芸化学科は、

毎年、予科修了者及び高等学校卒業者からの志望だけで満員もしくは定員超過を生じてい

た。１９４２年４月出願の林テル子（女子栄養学園卒業）に対しては、受け入れ学科の負担の

少ない一部選科生であったこともあり、入学を許可している。１９４２年１０月出願の２名（東

京女子高等師範学校、京城淑明専門学校卒業）に対しては、協議の上、入学不許可に決し

た。

２－３．戦後における選科出願者の急増

戦後、選科生の出願は、１９４６年と１９４７年には１３名、１９４８年には３０名、１９４９年には２２名と

急増した（表８）。

軍関係学校からの出願も受け入れたことから、１９４６～１９４８年にかけて、陸軍士官学校３

名、陸軍航空士官学校２名、海軍兵学校２名、陸軍経理学校１名の出願があった（表９）。

出身校で最多を占めたのは農林専門部（１９４５年農学・林学実科を合わせて設置）である。

北海道第二師範学校から２名、室蘭工業専門学校から６名の出願があるなど、北海道内の

教育機関も目立っている。留学生からの選科出願は、１９４７～１９５０年もあり、中国・モンゴ

ル・朝鮮・台湾出身者が、主に農学科・農業経済学科・獣医学科に入学している（表１０）。

また、女性からの選科出願は、聴講生で在籍していた東まどか（札幌高等女学校専攻科卒

業）からあり、１９４９年農業経済学科選科に入学した。
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表９ １９４６～１９５０年選科出願者数・入学者数（出身校別）

備考 農学部関係資料、�札幌同窓会名簿�より作成。（ ）内は留学生数（内数）である。入学許可者にあって在学
が確認できなかった者は〔 〕内に外数で記入した。

出願時の学歴（卒業学校名） 年 １９４６ １９４７ １９４８ １９４９ １９５０ 計

高等学校卒業 出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

高等学校退学 出願者
入学者

１
０

１
１

２
１

農学実科（北海道帝国大学） 出願者
入学者

１
１

１
１

土木専門部（北海道帝国大学） 出願者
入学者

２（２）
〔２（２）〕

２（２）

農林専門部（北海道帝国大学、北海道
大学）

出願者
入学者

１
１

４（３）
４（３）

１４
１４

１０
５〔５〕

２９（３）
２４（３）

盛岡高等農林学校 出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

２（２）
２（２）

岐阜農林専門学校 出願者
入学者

１
１

１
１

鳥取高等農業学校 出願者
入学者

４（３）
３（２）

２（１）
〔１（１）〕

２（２）
２（２）

８（６）
５（４）

上田蚕糸専門学校、
上田繊維専門学校（１９４７年～）

出願者
入学者

１
１

１
１

東京高等獣医学校 出願者
入学者

１
１

１
〔１〕

２
１

麻生獣医専門学校 出願者
入学者

１
１

１
１

室蘭工業専門学校 出願者
入学者

１
１

３
３

２
〔１〕

６
４

北海道第一師範学校 出願者
入学者

１
〔１〕

１

北海道第二師範学校 出願者
入学者

１
１

１
０

２
１

北海道第三師範学校 出願者
入学者

１
０

１
０

北海道青年師範学校 出願者
入学者

１
１

１
１

東京農業大学 出願者
入学者

２
２

２
２

法政大学 出願者
入学者

１
１

１
１

関西大学 出願者
入学者

１
〔１〕

１

日本大学（予科） 出願者
入学者

１
１

１
１

札幌文科専門学院 出願者
入学者

１
１

１
１

慶應義塾外国語学校 出願者
入学者

１
１

１
１

札幌高等女学校（専攻科） 出願者
入学者

１
１

１
１

陸軍士官学校 出願者
入学者

３
３

３
３

陸軍航空士官学校 出願者
入学者

２
２

２
２

陸軍経理学校 出願者
入学者

１
１

１
１

海軍兵学校 出願者
入学者

１
１

１
１

２
２

東北大学（中国） 出願者
入学者

１（１）
１（１）

１（１）
１（１）

不明 出願者
入学者

１
１

２
１

３
２

合計 出願者
入学者

１３
１３

１３（５）
１１（３）

３０（５）
２６（４）

２２（３）
１０（２）

４（３）
３（３）

８２（１６）
６３（１２）
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年 学科 農学科 農業経済学科 農業生物学科 農芸化学科 林学科 畜産学科 獣医学科 水産学科 計

１９４６

入学者 ５ １ １ ５ １ １３

在学者 ５ １ １ ５ １ １３

修了者 ２（モ１） ２（モ１）

１９４７

入学者 ２（モ２）
５（モ１）

〔２（中２）〕
１ ３ １１（モ３）

在学者 ６（モ２） ６（モ１） １ ７ １ ２１（モ３）

修了者

１９４８

入学者 ７ ８（中２） １ ９（中２） １ ２６（中４）

在学者 １１（モ２） １２（中２、モ１） １ １５（中２） ２ ４１（中４、モ３）

修了者

１９４９

入学者
１

〔２〕
６

〔６〕
１（中１）〔１（不１）〕 １ １（中１） １０（中２）

在学者 ４（モ２） １５（中２、モ１） １ ３ ５（中３） １ ２９（中５、モ３）

修了者 ４ １ ５

１９５０

入学者 １（中１）
１（朝１）
〔１〕

〔１〕 １（台１） ３（中１、朝１、台１）

在学者 ２（中１） １０（中１、朝１） １ ２ ５（中３、台１） １ ２１（中５、朝１、台１）

修了者 ２（モ２） ４（モ１） １ １ ８（モ３）

１９５１

入学者

在学者 ２（中１） ６（朝１） １ ２（中１、台１） １１（中２、朝１、台１）

修了者 ２ ２ １ ５

１９５２

入学者

在学者 １（中１） １（朝１） １（台１） ３（中１、朝１、台１）

修了者 １ ５ ６

計

入学者 １６（中１、モ２） ２１（中２、朝１、モ１） １ ３（中１） １８（中２） ２（中１、台１） ２ ６３（中７、朝１、台１、モ３）

在学者 ３１（中３、モ６） ５１（中５、朝３、モ３） １ ５ ３２（中２） １３（中７、台３） ６ １３９（中１７、朝３、台３、モ９）

修了者 ３（モ２） １１（モ１） ９（モ１） ２ １ ２６（モ４）

表１０ １９４６～１９５２年選科入学者・在学者・修了者数（学科別）

備考 農学部関係資料、�北海道大学一覧�より作成し、�札幌同窓会名簿�、帝大簿書�学事年報綴�、�文部省年報�
等を補完資料とした。（ ）内は留学生数（内数）、中＝中国、朝＝朝鮮、モ＝モンゴルを指す。なお、１９４７～５０
年の入学志願者については、資料が足りず入学が確定できない者がいるため、〔 〕内で入学許可者数（外数）と
して記すこととした。また、１９４９年獣医学科新設により、畜産学科から移ったと推定できる者を獣医学科の在学
者数に計上した。

３．選科生の正科編入――歴史と変容――

３－１．外国人留学生の正科編入（１９０９年）

東北帝国大学農科大学において選科生から正科生へと編入した最初の事例は、１９０９年７

月、インド人留学生ビスワスである。農芸化学科選科生のビスワスは、当初から農芸化学

科の正科生を志望していた。１９０８年３月３日農科大学教授会は、ビスワスの志望に対し、

以下のように決定した。

印度留学生ビスワスハ予備的教育不十分ナルヲ以テ寧ロ選科ニ入学方勧告可然ナホ

本科生トシテ入学ヲ志望スル場合ニハ本年九月ヨリ大学予科第三年級ニ於テ聴講生ト

シテ一学年修業シ更ラニ教授会議ニ附シタル上本科ニ入学ヲ許可スルコトアルヘシ

ビスワスが大学予科卒業程度の学力を有する者とはみなさず、選科生への入学を勧告す

べきであるとした。それでもビスワスが本科入学を志望する場合には、大学予科３年級（最

終学年）を１年間聴講した上で教授会において本科入学許可を再審議することとしたので

ある４４）。

このような教授会決定に対して、ビスワスは農芸化学科１年級への入学を再度出願し
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た。４月１４日の教授会は、改めてビスワスの件を審議し、大学予科第３年級の学期内学年

試験において�動物学�、�植物学�、�地質鉱物学�の３課目をビスワスに受験させ、大学
予科卒業程度の学力の有無を査定し、その成績により許否することとした４５）。７月１日、

ビスワスは�地質鉱物学�以外は不合格との試験結果を踏まえて、教授会は以下のように
決した４６）。

大学正科生タルノ資格ナキモノト認メ従来ノ通選科生トシ尚ホ之ニ農芸化学科全科ニ

通ジテ出席聴講スルヲ許容シ今後学力正科生タルニ証スルト認定シタルトキハ更ニ教

授会ノ議ヲ経テ之ヲ正科生トスルコトアルベシ

農科大学はビスワスの正科入学を認めなかった。しかし、ビスワスを農芸化学科の全科

選科生として認め、今後学力が正科生に相当すると認定した時は正科生とすることとし、

正科編入への道を閉ざさなかった。

１９０９年７月３日、選科生ビスワスは主任教官（大島金太郎教授）から成績を認められ、

農芸化学科１年級に正科生として編入した４７）。なお、ビスワスは、１９１０年７月に大学予科

２年級の聴講希望、同年９月には大学予科で特別試験を受けており、正科編入後も大学予

科卒業程度の学力査定を受けていたと考えられる４８）。その後、ビスワスは正科生として３

年間在学、卒業論文“An Investigation on the Composition of Squash.”（瓜科植物 Squash

における組成調査）４９）を提出し、１９１１年７月８日農芸化学科を卒業して農学士を取得した。

３－２．全科選科修了者に本科卒業生（学士）の資格を与える条件（１９１３年）

１９１３年６月１３日農科大学教授会は、全科選科生について本科卒業者（正科卒業者、学士）

と認定すべきか否かを協議した５０）。これは、１９１０年７月林学科（１９１０年９月林学実科と改

称）卒業後、１９１０年林学科（本科）の全科選科生に入学した加留部善次が、１９１３年７月５

日全科選科生を修了することが決まったためである５１）。

６月１３日教授会は、加留部は�林学実科卒業後選科ヲ修得シタルモノニテ予科卒業者ニ
非サル�ため、教務部において大学予科主任（森本厚吉教授）の意見を徴し、調査の上、
次回の教授会に提出させることにした。林学得業士と全科選科修得を経ても、最終的に問

題となったのは、大学予科卒業程度の学力の有無であった。

７月４日の教授会は、全科選科修了生で本科卒業資格（学士）の取得を出願した者には、

大学予科卒業検定試験を行ない、試験に合格した者を正科生に編入し、一学期以上在学さ

せた後に本科卒業証書を授与することと決議した５２）。大学予科卒業検定試験は大学予科に

一任した。

全科撰科卒業生ニシテ本科卒業ノ資格ヲ得ルコトヲ出願スル者アルトキハ大学予科

卒業検定ヲ行ヒ其合格者ヲ本科生ニ編入シ、一学期以上在学後本科卒業証書ヲ授与ス
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№ 氏名 全科選科修了年月 学科 学士取得年月日

１ 齋藤 良秀 １９１５．７ 林学科 １９１７．１２．２５

２ 村山 醸造 １９１６．７ 林学科 １９１６．１２．２２

３ 豊平 金助 １９１８．９ 林学科 １９１８．１２．２７

４ 山内 源登 １９２１．３ 農学科 １９２１．７．５

５ 松下 真幸 １９２３．３ 林学科 １９２６．７．１０

６ 中野 虎雄 １９２３．７ 林学科 １９２８．７．１０

７ 仲野 光吉 １９２４．５ 林学科 １９３０．７．１０

８ 佐々木 準長 １９２４．３ 林学科 １９２５．７．１０

９ 山野 義雄 １９２５．３ 農業生物学科 １９２８．７．１０

１０ 宮本 與三郎 １９２５．３ 林学科 １９２７．７．１０

１１ 清水 巌 １９２７．３ 農芸化学科 １９３０．７．１０

１２ 山口 千之助 １９２８．３ 農業生物学科 １９３３．７．５

１３ 松久 健市 １９２８．３ 農業生物学科 １９３３．７．５

表１１ １９１３～１９３３年大学予科卒業検定試験合格による学士取得者（入学検定試験導入前）

備考 �北海道帝国大学一覧�より作成。１９２１年から学年開始期は９月から４月に変更となり、学年終了期（卒業時
期）は１９２１年から７月から３月末日となった。なお、山野義雄は、１９２５年農業生物学科全科選科生修了後、１９２８
年３月東北帝国大学理学部を卒業して北海道帝国大学農学部の正科入学を出願、前例がないため、農業生物学科
において大学予科卒業程度の試験施行の上、入学を許可した。

但大学予科卒業検定ハ本学大学予科ニ一任ス

加留部善次がこの大学予科卒業検定試験を受験した記録は見当たらず、卒業者名簿にも

その名は見当たらない。加留部は本科卒業資格を得ていない。１９１３～１９３３年において、全

科選科生修了後に大学予科卒業検定試験に合格し、正科生として一学期間（学年２学期制）

以上在学した後、学士を取得したのは１３名である（表１１）。なお、在学条件は１９２７年６月

から３カ月以上の在学に短縮された５３）。

３－３．選科在学者の正科編入（１９１６年）

大学予科卒業検定試験は、選科在学中から受験することが可能であった。前述の山内源

登は全科選科生在学中に大学予科卒業検定試験を２回受けている５４）。村山醸造（１９１３年林

学科選科入学）は、�（林学実科での）三年など瞬く間に飛び去ったのでもう三年間はこの
環境で勉強さして貰い度いと思い全科選科というものに入れて頂き本科生と一緒に授業し

つつ高等学校卒業検定試験と本科試験とを共に受ける忙しい生活を送りながら卒業した�
と回想している５５）。

選科在学中に大学予科卒業検定試験に合格して、選科生から正科生へ編入したのは１９１３

年農学科第二部選科入学の庄田眞次郎である。庄田は選科生３年目に正科編入し５６）、１９１６

年７月６日付で農学士を取得した。

北海道大学大学文書館年報 第４号（２００９年３月）

―４０―



庄田に続いて、選科在学中に正科編入したのは、１９１９年９月林学科選科入学の山近進で

ある。全科選科生３年目の山近進が正科入学出願中に、大学予科卒業検定試験に合格した。

これを踏まえて、１９２２年３月９日農学部教授会は、下記のように、山近進の正科入学を許

可し、学期間正科生として在学させた上で卒業させることに決めた５７）。

林学科選科三年生山近進ヨリ予而正科入学出願中ノ処今回大学予科卒業検定試験ニ

合格セルヲ以テ正科生トシテ入学許可ニ関シテハ前例ニ依リ入学ヲ許可シ一学期間正

科生トシテ在学セシメタル上卒業セシムルコトニ決定ス

山近進は１９２２年３月末で学士試験に合格していたが、実習が長引いたことと学期間正科

生としての在学条件もあったため、他の正科生より６カ月遅れて１９２２年９月１日付で林学

科を卒業した５８）。その後、農学部が�入学検定試験�を導入する１９３３年以前に、選科在学
中に正科編入した者は、１９２４年林学科選科入学の板井秀夫（選科３年目で正科編入、１９２８

年９月１０日付卒業・林学士）、１９２６年農芸化学科選科入学の佐藤義三の２名だけである。

選科在学中に、大学予科卒業検定試験を合格することは大変困難であったと推察できる。

佐藤義三は選科３年目の１９２９年３月に検定試験に合格した。佐藤の件もあり、同年３月

１１日教授会は、選科在学中に大学予科卒業検定試験を合格した者は、直ちに正科生に編入、

３カ月以上の在学条件をなくし、他の正科生と同じく３月末で卒業させると、次のように

決定した５９）。

従来選科生ニシテ学部ニ入学ヲ出願シ為メニ予科ノ学力検定ヲ受ケタルモノハ皆選

科修了後合格セル６０）ヲ以テ特ニ四月ヨリ六月迄在学ノ事ニ取扱ヒタルガ今回現在三年

目ニテ該検定ニ合格シタルモノアリ、右ヲ直チニ学生（本科生）ニ編入シ三月ヲ以テ

卒業ノコトニ取扱フ事ノ可否

右ニ関シテハ在学中検定ニ合格セルモノハ直チニ学生ニ編入ノコトニ決定

その結果、佐藤義三は１９２９年３月３１日付で農芸化学科学士試験に合格、全科選科生とし

て入学してから３年間で正科生と同様に農学士を取得することができた。

３－４．留学生特別取扱と学科における検定試験の実施（１９３０～１９３２年）

１９３０年、１９３２年には、学業成績が優秀な外国人留学生に対して、予科における大学予科

卒業検定試験に相当する試験を、特別取扱として、所属する学科で実施した。

最初の事例は、農芸化学科全科選科生３年目の劉伯文（中華民国出身、東京高等師範学

校選科修了者）である。１９３０年１２月９日、農芸化学科から、劉伯文について、成績良好に

より特別の取扱にて正科生と同等に学士試験に合格した場合は学士の称号を授与して欲し

い旨教授会に要求が出された６１）。協議の結果、劉伯文には、�外国人ニ対スル特別ノ取扱�
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とし、①農芸化学科において�動物�、�独語�の２試験を行なうこと６２）、②合格の場合は
正科生に編入して卒業させることに決定した。その後、試験の結果、劉伯文は試験に合格、

１９３１年２月２日教授会は劉の正科生編入を許可、３月３１日付で劉は卒業した。

２番目の事例は、１９３２年、農業経済学科全科選科生３年目の金仁植（朝鮮出身）６３）であ

る。１９３２年３月２６日、同学科から要求が教授会に出され、農業経済学科において試験を行

ない、合格の場合は一学期間在学の上、学士の称号を授与する旨、採択の結果、可決した６４）。

農業経済学科では、金仁植に、�英語�（英作文・英文解釈・英文法・英会話）、�国漢文�、
�独逸語�の３試験を課し、金仁植は試験に合格した。６月１０日教授会は正科生編入を許
可、７月１０日付で金仁植は卒業した。

３－５．学部における�入学検定試験�の導入（１９３３年）
１９３２年３月２６日教授会は、�学部ニ於テ施行ノ資格検定試験ニ関スル件�について、下
記のとおり決定した６５）。

従来全科選科生ニ対シ高等学校高等科学力検定ハ予科ニ通報シ予科ニテ施行シ来リ

タレドモ今後右試験ヲ学部ニ於テ施行セントスルノ提議アリ

右ハ委員ヲ設ケ其ノ規程ヲ作製スルコトニ決定セリ

委員ハ学部長指命ニテ各学科主任ニ命セラル

全科選科生に対して予科で実施してきた�高等学校高等科学力検定試験�（大学予科卒
業検定試験と同意）を、今後は学部において行なうよう提案があったのである。教授会で

は、委員会を設け、その規程を作製することに決定し、学部長指命により各学科主任が委

員に命ぜられた。

翌年１月２７日教授会では、�学部ニ於テ施行スル入学検定試験ニ関スル件�を議題とし
て、委員長（新島善直教授）が試験内規案を発表・報告し、試験内規案は原案通り可決し

た６６）。３月２８日には、学部において施行する�入学検定試験�を４月中旬に実施し、入学
検定試験委員は学部長に一任することに決定した６７）。

１９３３年４月、第１回目の�検定試験�は、受験者５名（志願者７名中、取消１名、欠席
１名）に対して、�数学�、�英語�、�独語�、�物理・化学�、�動物・植物�の５試験（各
１００点）を課し、合格者は２名であった。合格基準は２５０点以上であったと考えられる６８）。

受験者５名中、全科選科生は朝鮮留学生の２名（畜産学科第一部の李根台、農学科の閔慶

植）のみであった。試験科目は、１９４１年には、�１�英語�、�独語�、�仏語�から１科目、
�２�動物�、�植物�から１科目、�３�数学�、�４�化学�に変更となった６９）。１９３３～１９４４
年度の�入学検定試験�の志願者・受験者・合格者数の推移は表１２のとおりである。
このように、１９３２年３月の時点では、全科選科生に対する�資格検定試験�であったが、

１９３３年１月以降は、正科入学のための�入学検定試験�に変わった。学部において行なう
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検定試験年 １９３３１９３４１９３４１９３５１９３６１９３７１９３８１９３９１９４０１９４１１９４２１９４２１９４３１９４４

月 ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ３ ９ ９ ９

志願者 ７ ３ １３ １０ １０ １７ ２０ ６１ ４９

受験者 ５ ３ ７ １１ １０ ７ １４ １１ １６ ２８ ４３

合格者 ２ ３ ４ ７ ７ ２ ８ ６ １３ ２７ ２６ ２３ ２８ ５２

表１２ １９３３～１９４４年入学検定試験志願者・受験者・合格者数

備考 農学部関係資料により作成。不明は空欄とした。なお、１９３４年３月は、全科選科生在学者３名に対する特別実施。

正科の�入学検定試験�の対象者は、①全科選科生、②全科選科生を修了した者、③実科・
専門部の卒業者、④専門学校の卒業者、⑤第二次募集（高等学校卒業者）締切後に出願し

た高等学校卒業者へと拡大した。

�入学検定試験�合格者の正科在学期間は、①～⑤では、それぞれ異なった。入学検定
試験合格後、③、④、⑤は予科からの正科進入者と同様に、正科生１年目入学となった。

一方で、①の全科選科生は、全科選科生としての在学期間が考慮され、当該学年の正科生

に編入された。②の全科選科生修了者は、正科生として３カ月の在学期間を経て、卒業と

なった。

この３カ月の在学条件は、全科選科３年目の４月に�入学検定試験�を受験・合格して
いない者にとっては、大きな支障となった。翌年３月選科修了と同時に４月の�入学検定
試験�を受けて合格した場合、正科にさらに３カ月在学し、６月末でなければ卒業できな
かったからである。そのため、便法を講じたこともあった。１９３４年１月には、全科選科３

年目の３名（李根台、尾形義直、閔慶植）に対して特別に�検定試験�の実施を認め、試
験の結果、３月９日には正科編入を決定し、３月末を以て卒業させた７０）。

一方、１９３７年１月には、農業生物学科全科選科３年目の�永嘉について、全科選科１～
２年目の試験成績に依り資格を認定して正科生に編入させることが諮られたが、下記のと

おり認められず、正科生への編入には�入学検定試験�を受験させなければならないとの
決議に至った７１）。

右ハ便法ナルモ将来ニモ影響シ其ノ認定至難ナル場合モアルベク尚亦他ニ在学中数回

ニ亘リ正規ノ検定試験ヲ受ケツヽアルノモアリテ公平ヲ失スル嫌ナキニ非ザレバ自今

ハ凡テ便法ニ依ラズ飽ク迄モ正規ノ検定試験ヲ受験セシムル事ニ決議セリ

�入学検定試験�は、全科選科生として在学する留学生にとって負担が重くかつ極めて
困難な課題であった。１９４１年には、全科選科生の連名で、留学生に対しては特に�入学検
定試験�を行わずに正科編入して欲しいとの嘆願書の提出があった。同年１２月２４日教授会
では、小山内書記より東京、京都、大阪帝国大学での出張・取調の報告があり、協議の結

果、�試験ノ方法ニ就テハ出来得ル限リ考慮スル事トスルモ従来通リ試験ヲ施行スルコト
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検定試験年 １９３３１９３４１９３５１９３６１９３７１９３８１９３９１９４０１９４１１９４２１９４３１９４４ 計

農学科 １ １ １ ３ ４ １０

農業生物学科 ２ １ １ １ １ ６

農芸化学科 １ １ ２

林学科 １ １

畜産学科第一部 ２ １ ２ １ ２ １ ５ １ １ １６

畜産学科第二部 １ １ ２ １ ５

合計 ０ ３ ４ ３ １ ３ １ ４ ２ １０ １ ８ ４０

検定試験年 １９４５１９４６１９４７１９４８１９４９１９５０ 計
農学科 ２ ２
農業経済学科 ２ ２
農業生物学科 ２ １ ３
農芸化学科 １ １
林学科 １ １ ２
獣医学科 ３ ３

計 １ ３ ７ ２ １３

卒業年 １９５０１９５１１９５２１９５３ 計

農学科 ２ １ １ ４

農業経済学科 １ １ ２

農業生物学科

農芸化学科 １ １

林学科

獣医学科 ２ ２ ４

計 ２ ４ ３ ２ １１

表１３ １９３３～１９４４年選科生における入学検定試験合格者数（学科別）

備考 農学部関係資料、�北海道帝国大学一覧�、�札幌同窓会名簿�より作成。

表１４ １９４５～１９５０年選科生における入学検定試験合格者数（学科別）

備考 農学部関係資料、�札幌同窓会名簿�より作成。

表１５ １９５０～１９５３年検定試験により学士取得した留学生数（学科別）

備考 農学部関係資料、�北海道大学一覧�より作成。

ニ決定セリ�として、留学生であっても�入学検定試験�を免除しなかった７２）。
結局、１９３３～１９４４年に全科選科生として入学した者が、学部における�入学検定試験�

に合格して正科に編入し、農学士を取得したのは４０名に達した（表１３）。

また、１９４５～１９５０年学部における�入学検定試験�の合格者は、従前から選科生として
在学していたとしても、選科生としての在学期間が考慮されず、学部修業年限３年を修め
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ることとなった。１９４５～１９５０年、�入学検定試験�に合格し農学士を取得した元選科生・
元全科選科生は１３名であった（表１４）。

一方、１９４７～１９５０年に全科選科生として入学した留学生に対しては、選科入学から修業

年限３年で卒業・学士取得ができるように、外国人特別取扱として検定試験を施行した。

その結果、１９５０～１９５３年までに、１１名の留学生（中国７名、台湾１名、朝鮮１名、モンゴ

ル２名）が農学士を取得した（表１５）。

４．選科制度の廃止――�北海道大学通則�の制定（１９５１年）――

１９４９年５月３１日新制北海道大学が発足し、６月には新制大学第１期生の入学試験が行わ

れた。１９５０年３月には、旧制高等学校・旧制予科が最終卒業式を挙行し、旧制大学入学試

験を受験し得る最後の卒業生を送り出した。

１９４９年１０月１８日評議会は、新制大学としての�北海道大学通則�の制定について、各学
部より各１名の委員を選出し、小委員会を設けて審議することに決定した７３）。小委員会は

同日の１０月１８日に第１回、同月２９日に第２回が開催された。小委員会は遂条審議して、通

則案を作成した。通則案の第二章学部は、第一節学生、第二節聴講生、第三節専攻生、第

四節選科生、第五節外国学生の構成であり、選科生を設けていた。選科生の条文は、�第
五十八条 選科生に就ては各学部に於て別に之を定める�であった。
しかし、１９５１年３月２８日評議会は、�北海道大学通則は小委員会で審議されていたが、

今回新制大学のあり方が決定したので別紙案で審議しようとしたが、異論があり、小委員

会へ諮ること�とした７４）。１９４９年１０月作成の通則案は、審議が中止されて廃案となった。
審議の詳細は不明だが、通則案の第四節選科生には�保留�と加筆があり、選科生の存続
が揺れていたことがうかがわれる７５）。結局、改めて作案した通則（成案）では、第二章学

部は学生、聴講生、外国学生の３節構成となった。旧制大学期に全学部で設けていた専攻

生と共に、選科生は削除されたのである。�北海道大学通則�（１９５１年５月１１日、海大達第
２０号）は１９４９年６月１日に遡って施行となり、選科生は新制大学発足と共に廃止となった。

一方、農学部では、１９５０年３月２０日教授会で、各学科とも選科生は在籍者の継続のみを

許可するが新規入学を認めない旨、申し合わせた７６）。１９５１年１２月２６日教授会では、新制大

学に則した�農学部規程�を制定することについて農学部長から説明があり、規程案が配
布された７７）。上記の�北海道大学通則�をふまえ、規程案に選科生は設けられなかった。
１９５２年３月１５日教授会は規程（成案）を評議会の議に付す手続きをとることに決定した。

�北海道大学農学部規程�は１９５２年７月８日（海大達第２２号）制定となり、１９５１年４月１
日に遡って施行となった。農学部選科生は、旧制大学の�農学部規程�において入学した
留学生３名が１９５３年３月卒業するのを以て最後となった。
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むすび

北海道帝国大学農学部における選科生の入学制度は、東北帝国大学農科大学期に、規程・

資格内規・入学許否の銓衡基準などの具体的な整備がなされた。選科出願者数は、１９１０年

代は１桁で推移するが、実科・専門部、実業専門学校卒業者の進学志望増加を背景に、１９２１

年に第一次ピークに達した。選科在学者数も１９２０年代半ばには４０名強となり、１９２６年にお

ける農学部各学科に占める選科生の比率は１５％強となった。１９３０年代～１９４０年代半ばまで

は、中国・�満州�・朝鮮留学生からの出願が増加する一方で、１９３３年農学部における学
部入学制度の改編により、選科出願者総数は激減した。戦後は、１９４６年～１９４９年にかけて

出願者が押し寄せ、１９４８年に第二次ピークに達した。

選科生の正科編入は、１９０８年インド人留学生が正科志望を諦めることなく出願したこと

が端緒となった。選科生が�予科卒業検定試験�を経て正科編入する制度は、１９１３年から
１９２０年代にかけて事例毎に徐々に整備された。しかし、予科卒業検定試験に合格して正科

編入が認められるのは容易ではなかった。１９１０～１９３２年までに選科入学した１３７名の内、

予科卒業検定試験に合格して正科編入し、学士号を取得した者は１７名に過ぎず、学士号取

得は非常に厳しかった。この１７名は男性であった。一方、選科に入学した女性は５名いた

が、彼女たちには予科卒業検定試験を受ける機会は与えられず、正科編入ができなかった。

女性にとっての選科制度は、北海道帝国大学では�学士号取得のバイパス的機能�すら有
していなかった。

１９３３年、学部における�入学検定試験�が導入され、実科・専門部卒業者、実業専門学
校、専門学校卒業者に対して、予科・高等学校卒業者を収容後に欠員がある場合、農学部

における�入学検定試験�を受けて合格した上は、正科生としての学部入学が認められた。
そのため、１９３３年以降、上記の�学士号取得のバイパス的機能�を選科生在籍の目的とし
ていた者には、留学生以外にいない。１９３３年以降の選科入学者は、①正科入学を目指す留

学生、②入学検定試験受験準備をする者（あるいは、前年度の入学検定試験不合格者）、

③帝国大学で学修を志す女性であった。そして、北海道帝国大学農学部における選科制度

は、新制大学発足と共に廃止となった。

〔注〕

１） 山内源登�札幌の思い出�（�札幌同窓会誌�第３号、１９６８年１１月、３７頁）。
２） �北大百年史 通説�１９８２年、１８１頁。
３） �東京大学百年史 通史二�１９８５年、１２７頁。
４） 詳細は拙稿�佐藤昌介の女子高等教育論――北海道帝国大学における女性の入学をめぐって――�
（�北海道大学大学文書館年報�第３号、２００８年、１８～４３頁）を参照されたい。

５） �札幌農学校一覧�、�東北帝国大学農科大学一覧�等では、�撰科�と�選科�の表記が混在して
いるが、規程は�選科�記載で統一されているため、本稿では資料引用個所以外は�選科�と記すこ
ととする。
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６） �東北帝国大学農科大学一覧 自明治四十年
至明治四十一年�（１９０７年、３６～３７頁）を参照。

７）１９０８年５月５日付�撰科生資格ニ関スル内規ヲ定ムル件�（農学部関係資料、北海道大学大学文書
館所蔵。以下、大学文書館と略す）。農科大学及び農学部教授会での決議は、以下、農学部関係資料

（大学文書館所蔵）に拠る。

８） 選科生の修了論文は、正科生の卒業論文と共に、北海道大学農学部図書室が所蔵している。

９）１９２９年３月１１日付�全科選科生ニ関スル件�（農学部関係資料）。
１０） �東北帝国大学農科大学一覧 自明治四十四年

至明治四十五年�（１９１１年、３９～４０頁）を参照。
１１） �東北帝国大学農科大学一覧 自大正六年

至大正七年�（１９１７年、５６～５７頁）を参照。
１２） �東北帝国大学農科大学一覧 自大正三年

至大正四年�（１９１４年、５５頁）を参照。
１３） 前掲�東京大学百年史 通史二�１２３～１３０頁、�東京大学百年史 資料一�（１９８４年）を参照。
１４） �京都大学百年史 資料編１�（１９９９年）を参照。
１５） 札幌農学校簿書 No．５０９�教官会議議事録 庶務係�（大学文書館所蔵）。
１６） 同上書。

１７） 札幌農学校本科の�傍聴生�は、宮部金吾教授のもとで植物学関係の講義を受講し、規定の考試を
受け、１８９７年１２月１２日付で佐藤昌介校長から�修得証書�を授与されたという徳淵永治郎（札幌農学
校農事部植物園掛）しか確認できない（�学藝会雑誌�第２４号、１８９７年１２月、５１頁）。本科以外の�傍
聴�は、１８９３年９月９日付で農芸伝習科に２名（武田甚七、平尾嘉太郎）、９月１３日付で同学科に１名
（中島甲之助）を許可した記録がある（札幌農学校簿書 No．４７２�諸伺綴 明治二十六年第一月 農

芸伝習科�、大学文書館所蔵）。
１８） 札幌農学校簿書 No．８２３�外国留学生入学志願書 明治三十七年 教務部�（大学文書館所蔵）。
１９） 前掲�北大百年史 通説�１５４頁。
２０） 札幌農学校簿書 No．８２３。

２１） �文部省年報�１９０６年度統計では�選科豫修科�に清国人１名を計上、�札幌農学校一覧 自明治三十九年度
至明治四十年度�

では�豫修科撰科生�と明記がある。
２２） 恵迪寮関係資料 No．００２７�寄宿舎記録 委員長 第三号 明治三十九年九月�（大学文書館所蔵）。
なお、寮では１９号室を新たに�撰科生室�とし、同月１１日には汪果を７号室から１９号室へ移している。

２３） �日本に於ける印度学生の現状�（�日印協会々報�第１号、１９０９年、２０頁）、�印度留学生の減少�
（�教育時論�第８４０号、１９０８年８月１５日、３９頁）。

２４） 札幌農学校簿書 No．８２３。

２５）１９０５年９月５日付嘆願書も参照（同上書）。

２６） ９月１８日、バルタクル、シルカルは本科生が対象の寄宿舎�恵迪寮�に入舎している。明治３８年９
月１８日の条に、�印度留学生シルカル及びバルタクルの両名入舎せり 蓋し本科のスペシアル スチ

ウデントとして来校したるもの�とある（恵迪寮関係資料 No．００２５�寄宿舎記録 委員長 第壱号

明治三十八年四月八日初メ�、大学文書館所蔵）。
２７） 帝大簿書 No．４５６�札幌農学校東北帝国大学農科大学年報綴 自明治三十九年度

至 大 正 元 年 度�（大学文書館所蔵）。
２８）１９０７年９月１７日付�留学生バルタクル及ヒスワスニ修業証書交付ノ件�（農学部関係資料）。
２９） 前掲�日印協会々報�第１号、２０頁。日印協会会員名簿にはバルタクルも名を連ねている。
３０）１９０９年７月３日付�農学科撰科生印度人ボース論文審査ノ件�（農学部関係資料）。
３１） 農学部植物学教室図書室�宮部文庫�旧蔵書（大学文書館所蔵）。
３２） �北海道帝国大学一覧 大正七年�（１９１８年、５９～６０頁）を参照。
３３） �北海道帝国大学一覧 自昭和二年

至昭和三年�（１９２７年、１７８～１７９頁）を参照。なお、聴講生は、医学部以外の学
部に設けられた。

３４） 出願に際し、�全科選科生�、�一部選科生�の区分は資料上から判別困難な場合が多いため、本稿

北海道帝国大学農学部の選科制度について（山本）

―４７―



における表は全科・一部の区分を表記せず、�選科生�として示すこととする。また、表は、農学部
関係資料、�大学一覧�を典拠として作成し、�文部省年報�、帝大簿書�学事年報綴�等により補っ
た。

３５） �北海道帝国大学一覧�掲載の�卒業生職業別表�、�札幌農学実科同窓会会報�等を参照。
３６）１９２４年２月１３日付�九大農学部ニ実科卒業者入学条件ノ件�（農学部関係資料）。
３７） �九州帝国大学一覧 大正十二年度�、�九州帝国大学一覧 自大正十三年度

至大正十四年度�の付表�学生入学志願者及
入学者入学前教育別�を参照。

３８）１９２０年１２月２０日付�農学実科及林学実科向上問題�（農学部関係資料）。
３９） �札幌同窓会報告�を参照。
４０） 帝大簿書 No．６９�大正十年正科生選科生入学願書 農学部�（大学文書館所蔵）には、中村由太郎
（札幌農学校第１８期生、奈良県立農林学校長）からの推薦状が綴られている。

４１）１９３０年５月２９日付�中華民国留学生収容ニ関スル件�（農学部関係資料）。
４２）１９３３年３月２８日付�全科選科生入学ニ関スル件�（農学部関係資料）。
４３） 農学部関係資料（大学文書館所蔵）。

４４） �印度留学生ビスワス本科入学希望ニ関スル件�（農学部関係資料）。
４５） �印度留学生ビスワス農芸化学第一年級ニ入学志望ノ件�（農学部関係資料）。
４６） �ビスワスニ関スル件�（農学部関係資料）。
４７） �農芸化学科撰科印度人ビスワス成績報告ノ件�（農学部関係資料）。
４８） 百年史編纂関係資料�各学科主任協議会議事録 庶務課 明治四十一年十一月以降�（大学文書館
所蔵）。

４９） 農学部図書室所蔵。

５０） �加留部善次ヲ本科卒業生ト見做ス件�（農学部関係資料）。
５１）１９０７～１９０９年農学科選科生のボースに対して教授会が本科卒業生資格の審議をした記録はない。

５２） �撰科卒業生ニ本科卒業生ノ資格ヲ与フルコトニ関スル件�（農学部関係資料）。
５３）１９２７年６月８日付�予科卒業資格検定試験合格者ノ入学期間ニ関スル件�（農学部関係資料）。
５４）１９２１年５月�山内源登（全科選科修了後正科トシテ入学セルモノ）一学期間在学ノ故ヲ以テ慣例ニ
ヨリ卒業ノ件�（農学部関係資料）。

５５） 村山醸造�私を母校に引付けるもの�（�札幌同窓会誌�第２号、１９６７年１２月、１８頁）。（ ）内補記

は引用者。

５６）１９１６年７月４日付�学年試験成績ヲ定ムル件�（農学部関係資料）。
５７）１９２２年３月９日付�正科学生入学許可ノ件�（農学部関係資料）。
５８）１９２２年３月２７日付�卒業論文審査報告ノ件�（農学部関係資料）。
５９）１９２９年３月１１日付�選科生ヲ学生（本科生）ニ編入ノ件�（農学部関係資料）。
６０） �皆選科修了後ニ合格セル�とあるが、庄田、山近、板井の３事例を欠いた原因は不明。
６１）１９３０年１２月９日付�中華民国留学生ニ対スル特別取扱ニ関スル件�（農学部関係資料）。
６２） 予科における学力検定試験では、高等師範学校卒業者は�動物�、�植物�、�地質�、�独語�の試験
を施行。劉の場合は、既に、�植物�、�地質�について農芸化学科の課程で合格済みのため、残る２
試験が課された。

６３）１９２８年４月～１９２９年６月まで農芸化学科選科生として在学していたが、農業経済学科へ転科願出に

より、１９２９年７月１日付けで転科を許可されている。

６４）１９３２年３月２６日付�全科選科生ヲ正科生トスルノ件�（農学部関係資料）。
６５）１９３２年３月２６日付�学部ニ於テ施行ノ資格検定試験ニ関スル件�（農学部関係資料）。
６６）１９３２年１月２７日付�学部ニ於テ施行スル入学検定試験ニ関スル件�（農学部関係資料）。なお、試験
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内規案の具体は不明。

６７）１９３３年３月２８日付�学部ニ於テ施行ノ入学検定試験ノ試験委員ニ関スル件�（農学部関係資料）。
６８）１９３３年４月２４日付�検定試験ニ依ル入学志願者ニ関スル件�（農学部関係資料）。
６９）１９４０年２月１６日付�学部入学検定試験ノ科目及期日変更之件�（農学部関係資料）。
７０）１９３４年１月２６日付�全科選科生ノ検定試験ニ関スル件�、１９３４年３月９日付�全科選科生ヲ正科生
ニ編入之件�（農学部関係資料）。

７１）１９３７年１月２９日付�全科選科生ニ関スル件�（農学部関係資料）。
７２）１９４１年１２月２４日付�入学検定試験ニ関スル件�（農学部関係資料）。
７３）１９４９年１０月１８日付�北海道大学通則制定の件�（百二十五年史編集資料、大学文書館所蔵）。
７４） 前掲�北海道大学 通説�３４８頁。
７５）１９４９年１０月２９日付�北海道大学通則制定について�（百二十五年史編集資料、大学文書館所蔵）。
７６）１９５０年３月２０日付�選科生入学許可の件�（農学部関係資料）。
７７）１９５１年１２月２６日付�農学部規程制定の件�（農学部関係資料）。

（やまもと みほこ／北海道大学大学文書館員）
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